
私たちのふるさと「おとふけ」。先人たちの労苦があり、

いま、私たちの住む「おとふけ」がある。

広報おとふけでは、音更町に根をおろし、ふるさとを築い

てきた人たちの後世に語り継ぎたいお話しを紹介してい

ます。

　

は
昭
和
４
年
７
月
　
日
に

３０

中
川
家
の
七
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

　
中
川
家
は
約
３
０
０
年
前
に
富

山
県
で
初
代
次
兵
衛
が
分
家
し
、

明
治
　
年
、
４
代
目
次
兵
衛
が
　

３０

７３

歳
、
長
男
磯
次
郎
　
歳
、
そ
の
子

３４

ど
も
で
私
の
父
で
あ
る
次
吉
が
　１５

歳
の
と
き
に
家
族
６
人
で
東
士
狩

に
入
植
し
ま
し
た
。　
私
は
８
代

目
、
孫
の
昇
大
で
ち
ょ
う
ど
　
代
１０

目
に
な
り
ま
す
。
５
代
目
と
６
代

目
が
そ
れ
ぞ
れ
３
軒
ず
つ
分
家
し
、

東
士
狩
と
万
年
地
域
に
い
ま
す
。

祖
が
入
植
し
た
東
士
狩
地

域
に
は
、
明
治
　
年
に
富

３０

山
県
の
 江
波
 か
ら
　
戸
が
団
体
移

よ
な
み

２３

住
し
、
う
ち
７
～
８
戸
の
子
孫
が

現
在
も
こ
の
地
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
富
山
で
の
磯
次
郎
は
、
左
官
屋

と
の
兼
業
で
水
田
３
反
を
細
々
と

営
む
小
作
農
で
し
た
。

「
北
海
道
で
開
拓
す
れ
ば
５
町
歩

（
１
万
５
千
坪
）
の
土
地
が
手
に
入

る
。
地
主
に
な
っ
て
蔵
を
建
て
た

い
」
そ
ん
な
夢
を
抱
い
て
渡
っ
た

そ
う
で
す
。
毎
日
必
死
に
土
地
を

切
り
開
き
、
一
時
は
手
広
く
耕
作

し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
の
農
地

改
革
で
多
く
の
小
作
人
と
土
地
を

分
け
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

治
　
年
に
中
音
更
地
域
（
現
在
の

４２

東
士
狩
地
域
の
一
部
）
が

十
勝
種
馬
所
用
地
と
し
て

買
い
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
い
た
６

～
７
戸
の
農
家
が
代
替
地
の
下
鹿

追
に
移
転
し
ま
し
た
。
し
か
し
数

年
後
、
そ
の
土
地
に
は
他
の
人
が

入
植
し
て
い
ま
し
た
。
不
思
議
な

こ
と
で
し
た
。　

　
大
正
　
年
、
国
の
造
田
計
画
で

１２

土
功
組
合
を
つ
く
り
、
水
田
耕
作

が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
砂

地
が
多
く
水
持
ち
が
悪
い
こ
の
地

は
水
田
に
適
さ
ず
、
負
債
だ
け
が

残
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
に
は
中
小
河

川
が
あ
り
、
然
別
川
や
パ
ン
ケ
チ

ン
川
の
決
壊
に
よ
り
、
幾
た
び
か

大
洪
水
が
あ
り
ま
し
た
。
然
別
川

は
昭
和
　
年
の
台
風
に
よ
る
大
災

５６

害
を
受
け
、
大
改
修
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
　
年
に
初
め
て
電

２２

気
が
つ
い
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら

は
印
象
に
残
る
出
来
事
で
し
た
。

域
に
あ
る
東
士
狩
神
社
は
、

明
治
　
年
に
故
郷
の
江
波

３２

か
ら
ご
神
体
を
迎
え
て
造
営
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
　
年
に
は
伊
勢
神

１５

宮
の
廃
材
で
神
殿
を
造
り
、
以
後
、

祭
典
の
時
に
は
扉
を
開
い
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
明
治
　
年
に
は
江
波
か

３５

ら
「
獅
子
舞
」
を
呼
び
寄
せ
神
社

に
奉
納
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が

縁
で
、
江
波
と
の
交
流
は
今
も
続

い
て
い
ま
す
。

た
ち
の
年
代
は
志
願
兵
と

し
て
兵
役
を
志
願
で
き
る

最
後
の
世
代
で
し
た
。
東
士
狩
地

域
か
ら
は
　
人
が
兵
役
に
参
加
し
、

４０

そ
の
内
７
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
当
時
は
出
征
さ
れ
た
家
庭
へ

小
学
生
も
農
作
業
の
手
伝
い
に
行

き
ま
し
た
。
昭
和
　
年
７
月
に
は

２０

音
更
空
襲
が
あ
り
、
３
人
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
実
は

絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と

で
、
平
和
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

年
は
開
拓
１
２
０
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
長
い
歴

史
の
中
で
は
、
楽
し
い
事
や
つ
ら

い
事
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
東
士
狩
に

生
き
て
き
た
者
と
し
て
、
先
人
の

労
苦
を
忘
れ
ず
、
後
継
者
が
こ
の

地
で
農
業
を
守
り
続
け
て
ほ
し
い
、

願
う
こ
と
は
そ
れ
ば
か
り
で
す
。

生涯学習センター内に再現された
大正初期に建てられた中川氏旧宅
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栄
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私
の
生
い
立
ち
と

中
川
家
の
由
来

   「おとふけ」の

開
拓
１
２
０
年
を

迎
え
る
地
域
と
し
て

開
拓
の
歩
み
で

心
に
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た
こ
と

私
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中川 幸作さん
昭和４年７月３０日生まれ。
東士狩在住

東
士
狩
神
社
と
獅
子
舞

 江
波
 団
体
と

よ
 
な
 
み

北
海
道
開
拓
の
夢

地

私

戦
時
中
の
体
験

来
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